
天
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怒
り
。
山

V

E

}

名
は
今
存
せ
表
。
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天

了

了

年

叩

成

皇

紀

四

二
周
五
日
。

正
親
町
天
皇
、
山
城
伏
見
稲
荷
祉
を
し
て
、

同
枇
領

石
川
郡
針
道
症
の
貰
納
を
全
う
せ
し
め
給
ふ
。

【
御

府

文

書
】

候
。
可
=
心
安
一候
。
然
者
共
元
之
儀
、
前
点
入
魂
組
入
候
。

向
後
子
ν

他
異
可
ν

遇
=
心
中
一
候
僚
、
偏
馳
走
可
=
悦
入
一
候
。
恐
K

諮
一言。

〔

天

正

二

年
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戸

畠

山
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八

月

十

一

日

義

制

在

判

上
回
石
見
守
蹴

一
五
五
五

稲
荷
枇
領
加
州
石
川
郡
針
道
庄
事
、
近
年
無
沙
汰
之
由
不
ν

可
v

然
之

虞
.
如
=
前
h
k

一可
ν

致
ν

夢
一
批
納
一
之
由
、
所
ν

被
ν

思
-
-
食
帆
妙
一
也
。
揃
竪

可
v

被
=
申
付
一
之
由
、
天
筑
所
v

候
也
。
仇
執
達
如
v

件
。
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山
)

天
正
二
年
二
月
五
日

左

中
将
親
制

戸白
川
雄
羽
}

誌
上

伯
少
将
殿

七
月
六
日
。
本

願

寺

額
如
、
石
川
郡
の
門
徒
に
、
そ
の

【
俳
巌
寺
文
書
】

越
中

一

五

五

七

先
日
飯
川
肥
前
守
相
越
候
以
後
、
無一
Z

日
候
之
依
令
ν

佐
官
候
。
仇
去
十

八
日
若
輩
者
共
、
不
闘
至
-一
子
園
堺
-山
取
候
。
先
以
今
日
迄
紙
一
=
異
儀

志
納
を
謝
す
。

【
照
園
寺
文
書
】

金
棒

返
k

法
義
無
四
一
由
断
-
可
=
相
噌
一
事
肝
要
候
也
。

態
染
ν
筆
候
。
仇
愛
許
踊
無
事
候
間
可-一心
安
一
候
。
先
K

今
度
天
下
不

慮
.
無
=
是
非
決
第
候
。
乍
ν
去
不
=
相
替
一
入
魂
之
事
候
。
筑
遺
有
ま
じ

(
本
文
中
に
先
々
今
度
天
下
不
慮
と
あ
る
を
以
て

、
と
れ
を

織
閃
信
長
に
封
し
て
開
戦
し
た
る
日
記
の
年
に
係
〈
O
)

八
月
十

一
日
。
白
岡
山

義

綱

、
越
中
瑞
泉
寺
坊
官
上
田
石

見
守
に
、
被
官
飯
川
肥
前
守
蹄
順
以
後
の
疎
遠
を
謝
す
。

(
義
制
は
畠
山
義
胤
の
前
名
に
復
せ
る
も
の
な
り
。
と
の
文

書
、
推
定
元
甑
四
年
七
月
十
日
付
直
江
大
和
守
宛
義
胤
消
息

の
後
を
受
〈
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
同
年
の
も
の
に
あ
ら
歩
。

故
に
仮
に
天
正
二
年
に
係
〈
。
)

天

正

一

年

乙

一亥

年

天

正

皇
紀
二
二
三
五

一
五
五
六

所
畢
党
織
田
上
浴
之
上
、
大
坂
h
取
懸
候
由
候
僚
、
後
詰
第
一
之
行

(
銀
宿
)

一
一
候
。
然
間
蛍
夏
秋
之
問
、
部
虎
向
=
子
越
中
-
動
=
子
文
一
者
、
無一一苔・
一-一

〔
上
杉
)

越
後
-
可
v
成
ν

働
候
。
然
則
長
岡
地
紋
表
強
陣
不
ν

可
ν

叶
候
像
、
加
越
附

州
之
人
数
被
=
相
催
一
川
県
=
別
検
-
可
ν

被
v
品
ヂ
防
紘
一
俄
背
骨
要
候
。
委
曲
令
v

附♂
一与
彼
口
上
-
之
間
不
ν
能
ν
具
候
。
恐
K

純
一育。
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周
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卯
月
廿
六
日

勝

相

在

判

杉
浦
紀
伊
守
殿

(
杉
浦
紀
伊
守
は
、
受
岐
を
誤
り
て
顕
倒
せ
し
友
る
ベ
し
。
〉

九
月
。
織
田
信
長
、
前
田
利
家
・
佐
々
成
政
・
不
破
光
治

六
四

四
且
廿
六
日
。
武
田
勝
頼
、
金
津
御
坊
の
杉

浦
牽
岐
に
、

上
杉
謙

信
に
抵
抗
せ
ん
こ
と
を
糊
h
u
o

【
越
川
以
雑
記
〕

一

五

五

八

幸
便
之
間
染
-一
一
翰
一
候
。

抑
於
=北山間
一句
事
備
等
監
問
之
仕
置
肝
要

之
由
、
無
-
-是
非
一式
釦
候
。

併
割
-一
大
披
-
忠
節
令
=
感
激
一候
。
調
無

-nm

断
一同
越
州
静
説
候
之
総
馳
走
問
要
候
。
随
而
不
闘
賞
表
出
馬
、
篤
v

始
=
三
州
n
A
助
城
一
泣
逃
之
敵
城
或
攻
落
或
自
落
、
万
方
逮
=
本
意
-候。

可
ν

第
一
安
堵
一候。

此
上
三
・尾
闘
中
ね
令
=
乱
入
一可
v
決
=
是
非
-
候
。
此

の
信
心
を
決
定
す
ベ
し
。
さ
れ
ば
信
心
を
と
る
と
い
ふ
も
、
な
に
の

わ
づ
ら
ひ
も
な
〈
.
南
無
と
一

心
に
蹴
陀
を
た
の
め
ば
、
阿
繭
陀
仰

の
や
が
て
御
た
す
け
あ
る
一
惑
な
れ
ば
、
又
信
心
を
と
る
と
い
ふ
事

も
、
と
の
南
無
阿
繭
陀
仰
の
六
字
の
と
L
ろ
た
り
。
此
ゆ
へ
に
一

L
、

円凶
4

-，J
"uvト

〈
候
。
う
ち
つ
づ
き
方
A

用
し
げ
き
=
っ
き
て、

前
向
不
如
意
遁
=
推

量
一
候
。
諸
閣
た
や
す
か
ら
ざ
る
時
分
候
へ
共
、
無
=
退
屈
一
各
馳
走
た

の
み
入
計
候
。
併
聖
人
へ
た
い
し
可
v

郡
一
報
謝
一
候
。
就
ν

其
人
聞
は
老

(
世
)

少
不
定
之
界
に
て
候
。
世
間
は一

日
一之
浮
生
、
後
生
は
、
氷
生
の
柴

果
な
れ
ば
、
今
生
は
ひ
さ
し
〈
あ
る
べ
き
に
も
あ
ら
や
候
。
後
生
と

い
ふ
事
は
、
永
世
ま
で
地
獄
に
を
つ
る
事
な
れ
ば
.
い
か
に
も
い

そ
ぎ
後
生
の
一
大
事
と
思
と
り
て
、
粥
陀
の
本
願
を
た
の
み
、
他
力

心
一
向
に
踊
陀
を
た
の
み
ま
い
ら
せ
て
.
行
住
・肱
臥
に
念
働
市
さ

れ
候
ベ
し
。
則
例
恩
報
謝
の
っ
と
め
に
な
り
候
ベ
し
。

此
旨
惣
中
へ

披
露
せ
ら
れ
候
ベ
し
。
あ
た
か
し
と
/
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